
 

 

 

 日時：2021年 7 月 31 日（土）15：00～16：00 

 講演：乳がんと漢方 

 講師：仙田 晶子先生（日本東洋医学会専門医） 

 

〔講演内容〕＊抜粋 
 漢方とは 

 がん治療に使用される頻度の高い生薬 

 症状によって処方される漢方の種類 

 漢方を飲むにあたってお勧めしていること 

 乳がんとビタミンDの関係  他 

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ 

Q. どんな症状の方に漢方を出すことが多いですか？ 

   

  A. 乳がん治療中の方に限っていいますと、薬による副作用で関節痛やのぼせ、 

    しびれなどの症状に対して使用したり、焦燥感・治療に対する不安症状、 

    睡眠障害や気分障害にも対応します。 

    もともとお腹が弱くて食欲がおちて胃腸の調子が悪い方にも検査を 

    加えつつ処方を選んでいきます。 

 

Q. 乳がん治療の何に焦点をあてて漢方を使用しますか？ 

 

  A.  保険診療で行う漢方においては（乳がんに限らずがん治療において）、 

抗がん治療という積極的な治療は漢方では行えません。 

西洋医学の抗がん剤で戦うなか、ご自身の免疫を補強して 

    不調を整え、元気に過ごせる体にサポートするというのが 

漢方外来の立ち位置です。 

 

Q. 症状が強い時だけ漢方をのむという事も可能ですか？ 

   

  A. 治療には標治と本治があり、その場の辛い時だけ症状対応は標治です。 

    ちょっとだけ飲むという方法で標治の治療を行うという手もあります。 

 

Q. 証があれば飲みやすいといいますが、味がつらい時、どうすればいいのでしょうか？ 

 

A. 主治医に言ってください。エキス剤は既製品なので味が本来のせんじ薬の味と 

違ってくることがよくあります（たとえば良質当帰はお菓子のように甘いですが 

保険で扱う中国製の当帰はえぐみがあって全く味がちがうものになります）。 

あるいは、流派の違う処方にすると少し飲みやすいものに出会えることもあります。 

流派の違う処方に少し変えてもらうという手もあるかと思います。 



 Q. 漢方外来を受診するきっかけはどんな時ですか？ 

   

A. 体の不調があって、主治医による西洋医学での対応が難しい時。 

     西洋医学での副作用が強くでる時。 

 

 Q．複数の漢方併用は大丈夫ですか？ 

 

A. いろんな科の先生が漢方を出される場合がありますが、その際他科の処方が 

みえないときにポリファーマシーの問題が起こりえます。一人の医師が工夫を 

して出される際には、主治医と相談しながら１日３～４種程度の組み合わせに 

して飲む分には大丈夫ですが、甘草の総量には気をつけましょう。 
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色々な生薬が 

がん治療に使用され

ているんだね 

がん治療に使用される頻度の高い生薬 

 

 

 

 

 

 

漢方治療は 
体力・免疫力を増強する作用と 
直接的な抗腫瘍作用 
(がん細胞の増殖抑制やアボトー
シス誘導など)がある 
 
体力・免疫力を高める生薬 
(黄耆・人参・霊芝・田七人参・
甘草)、 
造血機能や血液循環を良くする
生薬（当帰・丹参）、抗炎症や解
毒や抗がん作用のある清熱解毒
薬（白花蛇舌草・うこん・半枝
蓮）などがある。 
 
保険で治療に使えるものは 
人参・黄耆・当帰製剤・甘草製
剤である 
→それ以外は保険で扱えない 

漢方は中国生まれの 

日本育ちなんだね 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの症状が主となるかで 

使う漢方が変わってくる

よ 

 

頭痛・めまい・肩こりを伴うもの 

主に頭痛を伴うもの 

呉茱茰湯 

半夏白朮天麻湯 

頭痛・肩こりを主とする 主にめまいを伴うもの 

七物降下湯 
五苓散  （水滞） 

呉茱茰湯 

半夏白朮天麻湯 

桂枝去枝加茯苓白朮湯 

二陳湯 
麻黄附子細辛湯 

沢瀉湯  （水滞） 

苓桂朮甘湯 

半夏白朮天麻湯 
茯苓沢瀉湯 
真武湯 

血虚 

気虚 

通導散  （瘀血） 

桂枝茯苓丸 

疎経活血湯 

 

聞いたことの

あるものも 

あるよ 

精神症状を伴うもの 

不安感を伴うもの 

柴胡清肝湯 

帰脾湯 

不安･抑鬱を伴うもの 
抵当湯 

桃核承気湯 

加味逍遥散 苓桂甘棗湯 

良枳湯 

桂枝加桂湯 

桂枝加竜骨牡蠣湯 

奔豚湯 

桃核承気湯 

加味逍遥散 

香蘇散 

柴胡疎肝湯 

半夏厚朴湯 

柴朴湯 

柴胡加竜骨牡蠣湯 

黄連解毒湯 

（葛根湯） 

瘀血 

血虚 

気逆 気うつ 

のぼせでも冷えを伴うかで 

処方は変わってくるんだね 

のぼせを伴うもの 

冷え・のぼせを伴うもの 
気逆 

苓桂味甘湯 

苓桂朮甘湯 

黄連湯 

桃核承気湯 

蘇子降気湯 

加味逍遥散 

 

桃核承気湯 

桂枝茯苓散 

当帰芍薬散 

薏苡附子敗醤散 

 

瘀血 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021/12/23  

ももはな会事務局 

ビタミンDって

大切なんだね。 

甘いお菓子は、せっかくの

漢方が台無しなんだね。 

お腹の冷えも注意しよう！ 


